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「雲錦（香合）」　桜の木を素地に木目が見えるよう
に漆を塗り重ね、高蒔絵で蓋に紅葉を描いた香合。
蒔絵の意匠は紅葉ですが、桜の香合であるため、桜
の雲に紅葉の錦の意の「雲錦」の銘をつけ、春秋い
ずれにも楽しめる趣向です。香合の身と蓋の裏側
を総梨地仕上げとしています。

「ニギヤカ（香合」　蔦の切り株の木地に木目が見
えるよう漆を塗り重ね、蓋に初夏のひとときを高
蒔絵で描いた香合。身と蓋の内側は透ける漆を
塗り重ねて木目を景色とし、蝶、蜻

とん ぼ
蛉、蝸

かたつむり
牛、蟷

かまきり
螂、

天
てんとうむし
道虫が集

すだ
く様子を銘とした趣向。

「モミジイチゴ（香合）」　少年時代の思い出を託し
た香合です。桜の木地に木苺を金蒔絵で描きまし
た。この作品も素材を桜、蒔絵を紅葉苺としており、
春秋どちらでも使っていただけます。身と蓋の内側
は豪華な総梨地に仕上げました。
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祖
父
、父
と
つ
な
が
れ
て
き
た
蒔
絵
の
家
に
育
ち
、父
・　

島
忍
に

師
事
し
て
11
年
目
で
す
。「
蒔
絵
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
な
い
限
り
、新

し
い
こ
と
は
す
る
な
」と
の
祖
父
の
遺
言
に
従
い
、複
雑
で
か
つ
繊
細

な
蒔
絵
の
技
術
を
修
得
中
。百
年
後
の
蒔
絵
師
た
ち
に
刺
激
を
与

え
、あ
る
い
は
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
高
度
な
技
術
と
お
も
し
ろ
み

や
深
み
の
あ
る
趣
向
で
、先
人
の
蒔
絵
師
た
ち
の
技
と
デ
ザ
イ
ン
力
、

見
識
に
引
け
を
取
ら
な
い
よ
う
な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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　島 新
1983年生まれ。2003年蒔絵師の父・　島忍に

師事。2009年「うるおい漆展」京都市長賞受賞。

2011年「うるおい漆展」京都市長賞受賞。2012年

「京もの認定工芸士」認定。2014年「うるおい漆

展」京都商工会議所会頭賞受賞。
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定
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京
都
の
伝
統
工
芸
品（
京
も
の
）の
製
造
に
従
事
し
、特
に
優
れ
た
技
術
を

　
有
し
た
意
欲
あ
る
若
手
職
人
に
京
都
府
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
る
称
号
。


